
（別紙３）

～ R8　年　3　月　17　日

（対象者数） 49(きょうだい含む) （回答者数）
15

～ R8　年　1　月　31　日

（対象者数） 8 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

研修等を受け、知識を得ていく。

2

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

定期的に情報共有を行っていく。

2

○事業所名 のびすくジュニア共和校

○保護者評価実施期間
R8　年　2　月　2　日

○保護者評価有効回答数

指導員が担当制ではないため、気付きの共有が難しい。 こまめな情報共有ができていない。

R8　年　1　月　12　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8　年　3　月　31　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

個別での働きがけにより、個々に合わせた支援内容を組むこと

が出来る。

小集団での時間も意図的につくり、集団での関わり方を学ぶ機

会を作っている。

保護者の方が気軽に指導員に声をかけやすい環境がある。 レッスンを通じて、会話をすることで、相手とのやり取りを学

ぶ工夫をしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所における自己評価総括表公表


